
事　業　概　要

 第２９期　長期講座の開設

・受講生のボランティア活動のきっかけづくりに重点を置き、体験・実習講座を実施

・受講生同士や修了生との交流促進のため、グループワーク・交流イベント等を開催

・「子ども・子育て(火・午後)」「福祉(水・午後)」「歴史遺産(木・午後)」

　「国際交流(木・夜間)」「文化(金・午後)」「観光(土・午前)」

　「環境（土・午後)」「地域づくり（土・午後）」　　　- 計８コース -

 ５月１４日　第２９期　入学式　　　　　　　　　　　　 　　　　入学生　１８８人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （設立～　延６，４７８人）

 ２月１８日　活動発表会

　各コースの受講生が１年間の受講内容、活動成果を動画で作成、発表

 ２月２５日　第２９期　修了式　　 　　　　　　　　　　　　 　　　 修了生　１５８人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（設立～　延５，３０３人）

【応募～入学～修了状況】

（１） ボランティアフォーラム（特別講義）の開催

　金沢市におけるボランティア活動の更なる理解促進と協働のまちづくり

　を推進していくことを目的として開催。

（２）オープン講座の開講

　各コースの一部講座を活用し、受講生以外の方も参加できる講座を実施し、

　一般の方のボランティア意識の向上と活動のきっかけを提供するとともに、

　大学校の知名度向上を目指す

・オープンキャンパス（専門講座）

　　　※新型コロナウイルス感染拡大対策のため中止

令和４年度　事業報告

事 業 項 目

1 講座開設事業

2 ボランティア

　一般講座

子ども・子育て 福祉 歴史遺産 国際交流 文化 観光 環境 地域づくり 合計

応募者数 22名 26名 55名 23名 54名 46名 25名 26名 277名

入学者数 20名 24名 25名 23名 25名 25名 23名 23名 188名

修了者数 13名 19名 20名 18名 25名 25名 17名 21名 158名



事　業　概　要

・ボランティアフォーラム　特別講義

　○日時：３月２５日　14時00分～15時30分

　○場所：中央公民館彦三館３階　大研修室

　○講師：田中健太郎氏 （学校法人稲置学園理事、金沢星稜大学事務局長）

　○演題：「文化財保護の国際的な仕組みと市民の役割」

（１）修了生に対する活動フォローアップ
　修了生に対して電子メールによりボランティア募集情報等を提供

　　　希望者９５名に対し計３回送付

（２）「ボランティア学」出前講座の実施

　ボランティアの意義を深く理解してもらい、活動の促進と浸透を図るため、

　地域団体・グループ・企業等に講師を派遣するもの

　　　令和４年度　実施なし（令和３年度は１回実施）

（３）ボランティア大学校フェスタの開催
　市民に大学校受講生や修了生が活動しているボランティア団体等との活動

　の場を提供し、ボランティア活動を知る（体験する）きっかけを創出すると

　ともに、ボランティア活動への積極的な市民活動を推進するため開催

　　　※新型コロナウイルス感染拡大対策のため中止

（４）その他、修了生等の活動を支援するための取り組み

・市関係課との連携、ボランティア情報の収集と発信

　　　市関係課からボランティア情報を収集し受講生へ配布

　　　子ども科学作品展等にボランティア参加

・ボランティア大学校同窓会への活動支援

　　　同窓会ニュースの発行（会員・受講生等に配布）

・受講生を対象としたアンケート調査の実施

　　　カリキュラム編成の参考とする

・受講人数の制限（各コース３５名から２５名に縮小）

・検温、アルコール消毒の徹底

・受講中のマスク着用の徹底

・講義室の換気の徹底・講義中の距離の確保

・講義終了後の机、椅子の消毒徹底

・空気清浄機の設置

・２人使用の机にアクリル板を設置

・ＣＯ２測定器の導入

　令和４年度実施

・オンライン講座の拡充

　　　全体講座でZoom使用

3 ボランティア

事 業 項 目

  活動支援業務

 新型コロナウイ

 ルス感染症対策


